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大きな甍の顕証寺の本堂

所在地：八尾市久宝寺 4-4-3
最寄駅：JR 大和路線 久宝寺駅下車 北へ徒歩 約 8 分
見 学：顕証寺境内は自由　TEL：072-993-1144
問合せ先：寺内町ふれあい館（八尾市まちなみセンター）
TEL：072-924-6371

やお・かしわら

　久宝寺に一歩足を踏み入れると道路がほ
ぼ碁盤の目状に通っている事に気づくが、こ
れが天文十年（1541）頃に顕証寺を中心と
して誕生した寺内町の名残である。周囲に大
和川の水を引いた二重の濠を巡らし、濠と濠
との間に土居を連ね、内側の各家には門が
無く、四方の出入口には木戸門を設けて厳
重な防備を固めたと伝えられる。子どもの頃
誰もが見たような懐かしい佇まいが今も生
きている久宝寺の町並みは、真直ぐな道の
両側に軒の揃った町家が並んでいる事が特
徴である。この様な町家の中に、土蔵・社寺・
昔ながらの商家・地蔵堂・道標・水路等が通
りのアクセントとなっており、450年以上の歴
史を今に伝える生きた歴史の教科書といえ
る。こうした町割りは今も残っているが、濠や
土居は、顕証寺の南西にその一部の名残を
留めているだけである。顕証寺は、本願寺第

八世蓮如上人が文明十一年（1479）この地
に西証寺を建立した後に、顕証寺と寺号を
改めた。本堂は、正徳六年（1716）の棟札が
あり、江戸中期に再建された記録がある。府
内でも最大の規模を誇る建物で、桁行33.68
メートル、梁間32.20メートルの入母屋造、向
拝三間、本瓦葺である。境内地は現在約5千
坪で、伽藍はかなり退転し、本堂と同時代の
建立と見られる庫裏と裏門があり、明治年間
に再建した鐘楼と表門が残るほかは、近年
の建物である。かつては対面所・太鼓楼・含
月亭等26余棟を有する大伽藍であった。中
でも「含月亭」は慶長年間（1596〜1614）本
願寺第十二世良如の命を受けて薮内宗匠
が造営したものを本山から移築したと伝えら
れ、これが正しければ、本願寺飛雲閣の前身
のもので注目を浴びるが、近年取壊された
のは惜しまれる。　　　　　 （新田俊明）

所在地：河内長野市神が丘 492
最寄駅：南海高野線美加の台駅よりバス 40・41 系統
　　　　「神が丘口」下車 徒歩 約 10 分
拝観料：無料
TEL：0721-62-2261

南河内

　金剛山系の裾野に点在する大阪府立長野公
園の一角にあり、紅葉の名所として有名な延命
寺は、弘法大師空海の創建と伝えられる。平安
時代に大師がこの地方を巡礼した時、霊水が湧
出し薬樹や薬草が多いのを見つけて、真言密教
を広める霊地にふさわしいと考え、自ら地蔵菩
薩の像を刻んで宝憧寺を開いたが、その後廃絶
していた。その地蔵菩薩は「北向き地蔵」と親し
まれ、今も願掛けをする参拝者が絶えない。
　その後、江戸時代にこの地で生まれた高僧、
浄厳和尚（じょうごんわじょう）が高野山で20余
年間に及ぶ修行の後に、将軍綱吉をはじめ諸
大名の帰依を受けて再興し、薬樹山延命寺と号
した。薬樹山の名は、付近に薬草が多く、医術の
心得のあった浄厳の父・道雲がよく難病を治し
たので、父への感謝の心もあってとされている。
　現在の伽藍の建物は、山門・鐘楼・道場・宝物
館などは江戸時代後期から明治時代にかけて、

本堂・毘沙門堂などは昭和40年代と比較的新し
く再建されている。本尊は如意輪観音で、地蔵
菩薩と十一面観音が脇仏として本堂にまつられ
ている。明治になって隣の常楽寺（楠木正成の
一族である和田氏の菩提寺）が廃寺になったの
を合併し、正成の甥の和泉守正遠の墓がある。
　境内には楓の古木が多く、特に弘法大師お手
植えと伝えられる樹齢千年余の楓の巨木は、夕
日に映えるその美しさから「夕照の楓（もみじ）」と
呼ばれ、大阪府の天然記念物に指定されている。
　豊かな緑に囲まれたもみじ山は蓮池を廻る
回遊式庭園になっており、もみじの季節以外に
も、楓の新緑やつつじの花、盆の頃には蓮の花
など、四季折々の景観が素晴しく、「大阪みどり
の百選」に選ばれている。また、西国三十三ヶ所
から観音石仏が勧請され、西国霊場巡礼に等
しいご利益を受けられるそうである。  

（鶴田晴子）

（じないまち・けんしょうじ）
寺内町・顕証寺

（やくじゅさん・えんめいじ）
薬樹山・延命寺

真言宗 御室派

懐かしい佇まいを残す町並み 町割りの名残を留めている濠や土居の一部

左・本堂、右・毘沙門堂

延命寺山門 蓮池

北摂
能勢町・豊能町・箕面市・池田市・豊中市・吹田市

東大阪
東大阪市

やお・かしわら
八尾市・柏原市

南河内
松原市・藤井寺市・羽曳野市・富田林市・太子町
河南町・千早赤阪村・大阪狭山市・河内長野市




